
次年度の学園研究課題について 

副学園長 賞雅 技子 

 次年度 鷹 森学園 校 学園研修 課題 道徳科 実

践研究 決 た 昨年 ７ 文部科学省 学習指

要領 改正さ 道徳 改 特別 教科 道徳  

道徳科 ぶ な た 指 内容 改編さ た

た指 方法 い も児童生徒 理解 考え 議論

求 い さ 成 ０年 学校 教科書

(文科省検定) 登場  

 改正 い 問題 よ 自殺な 傷 い事件 続いた

根本 あ 成 ５年以降 重要な教育課題 対

道徳 授業 よ 明確 児童 生徒 道徳性 教え 育

必要 あ いう議論 深 た そ 結果 教科 教科

書 全国 中学生 配 よ 徹底 た指 求 たも

ロ バル化 日本 担う次世代 若年層 日本人

道徳性 養う も 中学校 使 再確認さ た  

 本学園 も 道徳科 授業や指 い 教師 研鑽 積み 実

践 な な な せん そ 子供た 自 自身や

者 関わ 社会 生 い 深く考え よ よく生

力 育 目指 学び 多い道徳科 作っ い たい

考え い  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ＣＳ コミュニテ スク ル と小 中一貫教育 

成 16年 9 新 い公立学校運営 組み ミュニテ ス ル 学校運営協議会制度 入さ た

ミュニテ ス ル 保護者や地域 皆さん 声 学校運営 直接反映させ 保護者 地域 学校 教育委員会 一体 な

っ よ 良い学校 作 いく 目指 も 鷹 成 18年度 成 21年度 ミュニテ ス

ル 基盤 た 9 年間 連続 た学び 実現 中一貫教育校 開園 中学校区単位 7 学園あ 鷹

森学園 第 中学校 第五 学校 高山 学校 な 成 21年度よ 開設さ 7年目 迎え た  

三鷹の森学園の CSの今後 

副会長 吉野 恵蔵 

今年 鷹 ミュニテ ス ル 入

さ 10年 経 中学区 鷹 森

学園 開園 4 8年目 迎え

未知数 あった ミュニテ ス ル

よ 効果 色々 表 い よう 鷹

子供た 不登校率 東京都 比較

半 以 そう 学力向 や健全育成 体力

向 等 微力な 子供た 成長 貢献

い 言わ 事 携わ 者 嬉

く思い  

も委員 入 替わ あったも

数年 立 頃 活動 い

た方 任期 新たな力 必要 な

現役 保護者 方 も ん 中学校

子供 いない いう方も興味 もっ

く さ 幸い CS よ 副題 地

域 学校 支え 学校 地域 結ぶ あ

今後も地域 子供た 成長 通 地域

架 橋 一端 な 思い  

６つの学習習慣 を実現するための クテ ブ ラ ニン のすすめ 

                                       学園長 柳瀬 泰  

現在 教育関係者 間 盛ん 論議さ い テ ブ ラ ニン いう学び 方法 も も

大学 授業改革 論議 始 た 現在 学校教育全般 貫く教授 学習方法 話題 なっ い   

米国 あ 研究者 2011 年 米国 学校  入学 た子供た  65％ 大学卒業後 今 存在 いない職

業 就く 予測 い 問題提起 日本 も無縁 あ せん 現在 職業  将来自動化さ た

なくなった も予想さ 今 職業 タ ット た能力教育 10年後 通 ない

示唆 次代 見据えた資質 能力 育成 学校も 家庭も 塾も 真剣 考えなく な せん  

2030年代 生 子供た 今 思い 鷹 森学園 裏面 示 中一貫 位一体 取 組

テ ブ ラ ニン 裏面参照 保護者 皆様 共通理解 も 進 時代や状況 い 変化 よう

も 自 主体的 学び 者 協働的 問題解決 図 資質 能力 素地や基礎 育 い たい 考え い  

 

三鷹の森学園Ｃ Ｓ

コミュニティ スクール

 だより  

～地域は学校を支え、学校は地域を結ぶ～ 27号 
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各学校の様子や ＣＳだより のカ ー版を 

学園ＨＰに随時掲載しています。どうぞ 覧くだ い。 

五 小：http://www.mitaka-schools.jp/gosho-es/index.html 

高山小：http://www.mitaka-schools.jp/takayama-es/index.html 

三 中：http://www.mitaka-schools.jp/sanchu-jhs/index.html 

第４回ＣＳ委員会＆12月 17日＇ 

〇五小学校運営協議会 

〇保護者 ン ト回収状況の説明 

〇 小中一貫 三位一体 実践する 

テ ブ ラ ニン の提案 説明 

〇学校報告 

第５回ＣＳ委員会＆1月 14日＇ 

〇第 2回学校評価 

〇次年度の学園 学校経営方針の 

提案 協議 

〇学園評価 検証の説明 承認 

〇三中学校運営協議会 

〇学校報告

第６回ＣＳ委員会＆2月 13日＇ 

〇学園 学校経営方針の説明 承認 

〇28年度三鷹の森学園教育課程 

に い  

〇五小学校運営協議会 

〇学校報告 

学校運営協議会報告 

学 園 の 予 定 

 

１月       18日  三中卒業式    24日  五小 高山小修了式    25日  五小 高山小卒業式 三中修了式 

２月       6日  五小 高山小入学式    7日  三中入学式 

英語に 慣 親 っ けに と地域 サ ト部 中心に

H27年 12月 23日 水 に行わ た 当日 英語 け 話せ せ !？ 

プルパ ク ス ス 作 を通 て 約 30 人子供た と地域

サ ト部 ランテ の方々 英語に る交流活動 を楽 た  

ク スマス ーティー 

ソフト ーボール大会 

2月 21日(日)に行わ た 五小

高山小の 5 6年生 43人 参加 今回も

優勝 準優勝チ ム 出 た 地域

も 10人の方に指 他 協力いた

た 小学校同士の交流 体力向上の

一助と て位置 け てい す  

今年度もみんな 

頑張ったよ！！ 

Did you very well?(^^) 

 

繋い ！ 
力を合わせる

大事だ  


